歴史地震研究会　2010~2011年度　第4回幹事会

(2011年8月29日　16時~18時30分　地震予知総合研究振興会会議室にて)

出席者：北原・武村・諸井・林・松浦・矢田・卜部・宍倉・吉田・小松原
Ⅰ　横浜市史資料室の吉田律人さんの紹介

Ⅱ　新潟大会の準備状況の最終確認
Ⅱ-1　研究発表会準備

・　前日準備は不要・ポスターボード12枚を事前に用意する
· 9時に院生アルバイト2名が集合

· 前泊する関係者は8時半（ときめいとが開く時間）に間に合うように。それ以外は9時着の列車で到着して準備を始める。

· 研究発表会2日目は発表開始8時半だがときめいとの会館利用開始時間と開演時間を確認すること，院生アルバイトは9時集合．

· 大会最初の挨拶で北原会長が黙祷を求める

· 大会受付は午前中に一段落ついたら引きあげる

· 参加費徴収について宍倉さんが参加費領収証を作成

Ⅱ-2　巡検

· 巡検参加費は40人、1人当たり参加費6000円とする。（北原・武村・諸井の3名を加える）

· 8時半出発、食事はマリンドーム能生で食事、巡検の時間配分については事前に伝える。

· バスを卜部さんがパジェロで追いかける．

Ⅱ-3懇親会

· 懇親会参加希望者は48人に。

· 宮下副所長（新潟大学災害・復興科学研究所）を懇親会に招待する

· 乾杯は武村さんから宇佐美先生に打診；スピーチは：最初武村さん・宮下先生・あとは松浦さんが適当に声をかけ、中段で矢田先生・吉田研究員にお願い、締めは北原さん。

Ⅱ-4　公開シンポジウム

· 武村さんが開会にあたって経緯を簡単に説明する。

· 公開シンポジウム開催にあたって宮下副所長（新潟大学災害・復興科学研究所）が挨拶する。
Ⅱ-5　そのほか

· 公開シンポジウムの「日本海沿岸での過去の津波災害」に関して、天正地震の津波かどうかという問い合わせが来た。

· 予稿集が欲しいという問い合わせが来ているが、事前販売はしていないことを問い合わせ者に返答する（宍倉さん）

Ⅲ　総会準備
Ⅲ-1　会計報告・会計監査について

・会計監査を永井さんと中村さんにお願いする。了解を頂いたら幹事会に連絡する(諸井さん)．
・次年度予算では会誌印刷費と会誌送付代を同一予算項目として計上する．1冊あたり計1050円が適当．

・会費未納者への対応について：次年度には会費連続未納者をリストアップして，未納者への支払い督促と退会するか否かの問い合わせを行う．

Ⅲ-2　活動報告資料

・各委員会で内容を検討し，9月13日ごろまでに小松原に通知する

・対外的活動の報告に「災害教訓の継承に関する専門委員会」で災害種別に内容をまとめた本(「災害史に学ぶ」4分冊)を作成したことを加える．この本について北原さんから内閣府に配本を打診し，卜部さんから新潟大学宛の寄贈を依頼する．
Ⅲ-3　山下文男さんの現状について総会で簡単にお知らせする。

Ⅳ　入退会者承認

退会：塩井宏幸様

入会：馬場俊孝様・城前喜英様・笠原　稔様・司　宏俊様・白石健一様・高山信紀様

全員承認

Ⅴ　2012年大会(横浜大会)について
Ⅴ-1　公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団の紹介

Ⅴ-2　開催計画について

・　9月14~16日の日程を組んでいる．会場確保は大丈夫

· 共催者として，横浜市消防局・横浜開港資料館・横浜都市発展記念館および横浜市開港記念会館の所在地である横浜市中区を加える予定．
· 各施設(横浜開港資料館・横浜市史資料室・横浜都市発展記念館)で1人ずつ担当者を決め、担当者間で協議しつつ進めていく予定。

· ポスター発表のスペースがないので口頭発表だけにする。

· 横浜開港資料館にある史料を見ること自体に意味がある．公開シンポジウムは横浜市開港記念会館を利用して公開講演会を開催したい
· 懇親会と総会の日程をどうするか→1日目に懇親会・2日目に総会としたほうが良い。
· 巡検は関内地区を歩いて回る
公開講演会に巡検を組み合わせるとどうかについて検討したが，研究会会員以外の人を含めて大人数で回ることが難しいことを考慮して別々に開催する方向に．
・　数人からなる行事委員会を組織して対応する．
